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最近の福祉におけるキニナル話題（福祉の旬トピ    ） 

 

 

   スタッフのヒトリゴト    

  

ウェルフェア イズ ラヴ      

 高松市が、2026年 2月より、「BLEタグを使った地域共助見守りシステム～みんながみまもり隊～」という事業を

開始されるようですね。 

 もっと高松トップページ 香川県高松市 

 （事業内容が掲載されているページにジャンプします） 

 

 現在も「認知症等行方不明高齢者保護ネットワーク」という類似の事業があり、電子メール配信システムに登録し

ている捜索協力員（市民）に情報を提供し捜索に協力してもらう制度はありますが、このネットワークは、電子メー

ルを受信した関係機関や捜索協力員が、能動的に捜索行動を行うことで初めて効果を発揮する制度。 

 

 それに対して今回の見守りシステムは、みまもり協力者（市民）が能動的に捜索に参加することも可能だけれど、

必ずしも捜索に参加せずとも、「普段通りの生活」を行うことが見守りに繋がるという点で、より意義があると感じ

ます。 

 唯一の懸念があるとすれば、自動的に対象者の位置情報が更新されるため、過剰に心配されるご家族がご本人に対

して「監視的な関わり」をしてしまうことかなと感じますが、そうではなく「いざという時の安心のお守りのひとつ」

と受け止めて頂けるなら、本当に素敵な安心の杖になるように思います。 

 ここ最近、zoomを利用した研修を受講することも多いのですが、聞き取りが弱い当事業所代表は、「字幕

表示」機能に本当に助けられています。Zoomの聞き取り（？）の精度も私以上に弱い（とんでもない誤変換

多々あり）けれど、それでも手がかりがあるのとないのとでは全く違う。 

 ちなみに、8月に健康診断があり聴力検査したのだけれど、数値上は中等度～高度の難聴みたい…。 

 （右 1000Hz 55dB 4000Hz 70dB，左 1000Hz 55dB 4000Hz 65dB）数値が小さい程良い。25dB 未満が正常

値。でもまあ、仲間や家族と普通に音声会話でやり取り出来ているので、よしとしますか☆ 

https://www.city.takamatsu.kagawa.jp/udopen/press/press_infopage.html?pressid=157095&fbclid=IwY2xjawO023pleHRuA2FlbQIxMABicmlkETFtcnhRTERCN0FuT3lxUG05c3J0YwZhcHBfaWQQMjIyMDM5MTc4ODIwMDg5MgABHkvIxkeYk7YTxoKgiKnb1h4kN4A9XwOAkpIyWWNnh_WNom2BJ78Di4IivPpM_aem__WRd9Ns_55YcK01um_8Zmw
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転載や拡散、配布大歓迎！！ 

来週号も乞うご期待      

 先日、坂出市のチームオレンジ（認知症の方に対する支援制度のひとつ）についてのお話を聞く機会に恵まれま

した。お話し下さったのは、坂出市の地域包括支援センターの職員と、チームオレンジでチームリーダーをされて

いる方。 

 当事業所代表は実際の活動内容もさることながら、チームオレンジ開始の 2～3年程前から、入念に計画をし

て、先行地域の活動を視察して…。という事前準備の姿勢に大きな学びを受けました。 

 当事業所も昨年度、「認知症カフェ」を開設しようとして、頓挫してしまった苦い経験があります…。 

 認知症カフェ 開設断念することにしました | 社会福祉士相談所 LOVE 

開設できなかった理由としては、「開設場所が確保できなかった」ことですし、当事業所代表としてもそう認識

していましたが、今回のお話をお聴きして、「本当の原因はそこではなかった。」ことに今更ながら気付かされまし

た…。（水面下での）事前準備という発想が、当事業所代表の頭に全く無かったからですよね…。 

一時期、「協力したい。一緒にやりたい。」と申し出て下さった方もおられ、その方々は「既に実施されている認

知症カフェの見学」ということを重要視しておられたけれど、当事業所代表は乗り気ではなく、結局行わなかった

…。先行事例を見学したら、どうしても引きずられてしまう。「人真似」になってしまう。と思い込んでいたから

です。「0か 100か」悪い癖。今回、厳密には近接の別事業で、見学ではなくお話を聴くということだったけれど、

先行事例から学「べるところ」（必ずしも 100でなくとも）があるということを知れた。忘れずにいたい。 

 高松市 生涯学習課が、「知的障がい者青年教室」（スキップクラブ）のボランティアを募集しております。 

 ちなみに、当事業所代表もこれまで 5 年程ボランティアとして関わらせて頂いており、今年度も継続して

関わらせて頂いております。 

 詳細はホームページをご確認下さいませ。 

 「高松市知的障がい者青年教室（愛称：スキップクラブ）」ボランティア募集について｜高松市 

(city.takamatsu.kagawa.jp) 
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